








要約 川崎病の線溶について検討した。特に本症 1年以上経過している遠隔期における線溶

能として tissue plasminogen activator を測定した。さらに venous o ㏄ ulusion test

を行い,駆血刺激による t-PAの放出を測定した。川崎病の遠隔期の t-PAが低値である傾向

がみとめられた。これは本症における血管病変が長期間に存在することを示唆するものと

思われた。 


